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☆情報満載！市のホームページをご覧ください。　http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/

イチ押し作品を募集
このコーナーでは、
皆さんの自慢の作品
を募集しています。
本庁舎秘書広報課ま
でご連絡ください。
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『 雲　竜 』
第 42 回日展工芸美術入選

高さ 46.5㎝・直径 39㎝・奥行き 40㎝

    

今
回
、
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
作
品
は
、﹁
第
42
回
日

展
﹂
工
芸
美
術
入
選
作
の
﹁
雲
竜
﹂
で
す
。
こ
の
作
品

は
、
私
に
と
っ
て
一
つ
の
変
化
を
確
認
で
き
た
も
の
で

す
。
ろ
く
ろ
で
作
る
陶
芸
と
い
う
も
の
に
こ
だ
わ
り
な

が
ら
、
自
分
の
心
の
う
ね
り
を
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
製
作
に
は
、
約
5
か
月
を
費
や
し
、
自
分
の
経
験
を

生
か
し
制
作
し
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
家
族
、
友
人
や
関

係
者
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
作
品
が
完
成

し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
県
展
の
入
選
を
機
に
、
日
本
現
代

工
芸
美
術
展
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
ｆ
ｕ
ｚ
ｉ
国
際
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
推
薦
作
家
と
し
て
出
品
す
る
な
ど
、
多
く

の
展
覧
会
に
出
品
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
全
国
か

ら
の
多
く
の
作
品
に
出
会
い
、
自
分
の
作
品
を
さ
ら
に

見
つ
め
直
す
機
会
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。
美
し
い
も
の

は
美
し
い
、
そ
し
て
、
そ
の
美
し
さ
を
自
分
自
身
の
中

に
取
り
入
れ
て
い
く
と
い
う
﹁
素
直
な
気
持
ち
﹂
が
少

し
ず
つ
、
私
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
の
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
私
自
身
の
心
の
想
い
を
作
品
と
し
、
少
し

で
も
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
を
目
指
し
ま
す
。
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～いつだって心に残る風景がある～

問本庁舎都市計画課☎�1111　内2288

　11月7日に、まちなか歴史景観散策ツアーが開催されまし
た。市及びＮＰＯ法人しらかわ建築サポートセンターにより
開催されたもので、市内や東京都などからも参加いただき、
旧城下町に存在する趣きのある建築物や通りなど、本市に存
在する歴史景観に触れていただきました。

まちなか歴史景観散策ツアーが開催されました

  このコーナーでは、「私の好きな白河の景観50選」
にご応募いただいたもののなかから、毎月１か所を
皆さんにご紹介しています。

ＪＲバス停から見る関山とふもとの営み
   太古の時代から多くの歴史を見守ってきた標高619ｍの「関
山」。山頂にある成就山満願寺は、天平勝宝年間（749～757）
に聖武天皇の勅願の寺として開かれたとされ、芭蕉もこの地を
訪れた後、義経や佐藤兄弟の史跡を熱心に訪ねたと伝えられて
います。そのふもとにある白棚線を、ＪＲバスが、どこまでも
真直ぐ走っています。人々は農作業に大忙しです。
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